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賃料減額訴訟における訴えの取下げの合意についてのお知らせ 

 

本投資法人は、平成 25年 1 月 8日付「本投資法人の所有物件に係る賃料減額訴訟の提起に関するお知

らせ」にて公表しております通り、運用資産である「キャナルシティ博多」及び「キャナルシティ博多・

Ｂ」（以下「本物件」といいます。）の賃借人である株式会社キャナルシティ・オーパ（以下「本賃借人」

といいます。）が、本物件のマスターレッシーである福岡地所株式会社（以下「本マスターレッシー」と

いいます。）に対し、賃料減額訴訟（以下「本訴訟」といいます。）を提起し、福岡地方裁判所に本訴訟

が係属しておりましたが、本日、下記の通り、訴外にて訴えの取下げの合意（以下「本合意」といいま

す。）が成立し、本訴訟が終結することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記  

１．本合意の主な内容 

（1）訴えの取下げの合意 
本賃借人は、賃料減額請求を撤回し、本日より 1週間以内に、福岡地方裁判所に対して、本訴訟に

関する訴えの取下げを行う。 
（2）賃料 
  平成 22 年 9 月以降の月額賃料について、現行賃料を適用することを確認する。 
（3）契約期間 

賃貸借契約の契約期間について、平成 28 年 4 月 20 日からの 3年間の更新とする。 
（4）キャナルシティ博多全体の活性化 

本賃借人は、キャナルシティ博多全体の将来に向けた発展及び競争力強化のため、本マスターレッ

シーと協力の上、積極的に活性化に取り組むものとする。 
 
２．本訴訟の終結について 

  本訴訟は、平成 24 年 12 月 11 日に本賃借人より訴訟提起され、平成 22 年 9 月以降の賃料につき現

行賃料比約 12％の賃料減額を請求されていたものです。 



 

 

 

本投資法人は、本賃借人の賃料減額請求は合理的な理由を欠くものと考え、本マスターレッシーを

通じて、本訴訟にてその旨を主張する一方、本訴訟の長期化が、本物件の魅力の向上や競争力の強化

の阻害になると考えておりました。 

今般、本賃借人から訴えの取下げの申入れがあり、本賃借人との間で協議を進めた結果、上記１．

の内容にて合意に至りました。なお、訴えの取下げであるため、本賃借人に対する清算金や解決金の

支払いはありません。 
本投資法人は、本合意の成立により、本投資法人、本マスターレッシー及び本賃借人との間のリレ

ーションが更に強化されるとともに、本物件の中長期的な安定及びキャナルシティ博多全体の発展に

資すると考えております。 

  

３．今後の見通し 

本合意に伴い、本日付決算短信にて公表しております「平成 28 年 8 月期の運用状況の予想（平成

28 年 3 月 1日～平成 28 年 8 月 31 日）及び平成 29 年 2 月期の運用状況の予想（平成 28年 9 月 1日～

平成 29 年 2月 28 日）」に与える影響はありません。 

また、本投資法人は、本訴訟に関する賃料差額見込分についての仮受金又は訴訟損失引当金を計上

しておりません。 

以上 
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